
 

 

                                                      

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

  

  

                                       

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

日 曜日 予   定 預かり 

１ 土 元旦 年始休業  

２ 日   

３ 月   

４ 火   

５ 水 職員出勤日  ○ 

６ 木 始業式 普通保育 ○ 

７ 金 身体測定（2歳・満 3歳児、年中組） ○ 

８ 土 休業日  

９ 日   

10 月 成人の日  

11 火 身体測定（年少組、年長組） 〇 

12 水 みどりの広場 ○ 

13 木 （避難訓練） ○ 

14 金 ベルマーク整理 ○ 

15 土 
自由登園日 
かもしか係打ち合わせ(10：00～) 

 

16 日   

17 月  〇 

18 火 保育参観(男児保護者)・個人面談（希望者） ○ 

19 水 (女児保護者) ○ 

20 木 誕生会（年中組） ○ 

21 金 誕生会（年少組） ○ 

22 土 休業日  

23 日   

24 月  〇 

25 火 誕生会（年長組） ○ 

26 水 みどりの広場 ○ 

27 木 月山ダム子ども教室（年中組） ○ 

28 金 誕生会（満 3歳児） ○ 

29 土 自由登園日  

30 日   

31 月  〇 

２月の主な予定 

 

 

お知らせ 

◇ ３日(木) かもしかクラブ年長修了式 

       ※子どものみで行います。  

◇１５日(火)・１６日(水) 一日入園  

※令和４年度入園児対象（在園児は普通保育）   

◇２６日(土) お別れの集い（年長児以外休業日） 

令和４年１月みどり幼稚園 

≪１月の予定≫ 

☆１８日（火）・１９日（水）保育参観 

10：30～11：45 

※詳細につきましては、以前配付されたプリント

をご覧ください。 

☆１８日（火）～２０日（木）個人面談（希望者） 

☆１月の避難訓練は、子どもたちには事前に知ら

せず、放送や先生の話をよく聞いて避難する訓

練を考えています。 

 

手洗い、うがいをしっかり行い

病気なんかに負けないぞ！！ 

 

実家庭配布 

《 経 験 内 容 》 

さ く ら 組   
・教師と一緒に雪遊びを楽しむ。 

・自分で感じたことを言葉やしぐさで伝えながら遊ぶ楽しさを味わう。 

・手洗いやうがいの仕方を身につけ、健康に過ごす。 

年 少 組 ・教師や友だちと一緒に正月遊びや簡単なルールのある遊びを楽しむ。 

・冬の自然に興味を持ち、雪遊びを楽しむ。  

・冬の生活の仕方を知り自分でしようとする。 

年 中 組 

 

・正月遊びを通して数や文字に触れて遊ぶ。  

・冬ならではの様々な自然現象に関心を持ち、雪遊びを楽しむ。 

・いろいろな友だちと一緒に体を動かしながら、ルールのある遊びを楽しむ。 

年 長 組 

 

・友だちと思いや考えを出し合い、協力しながら遊びを進める楽しさを味わう。 

・文字や数量などに興味や関心を持って遊ぶ。 

・自分なりの目当てを持ち、くり返し工夫したり挑戦したりする。 

・園生活の思い出を振り返りながら制作活動を楽しむ。（卒園制作） 

 

今 月 の 保 育 内 容 

《 せいかつ 》「冬の生活」 

・雪遊びで濡れた防寒具の始末を覚えましょう。 

・薄着の習慣を身につけましょう。 

 

《 仲よしあそび 》 
・お正月遊びを友だちと一緒に楽しむ。 

（かるた、トランプ、すごろく、こまなど） 

 ・積極的に体を動かして遊ぶ。  

（縄跳び、鬼ごっこ、ボール遊びなど） 

・冬の自然に親しみながら遊ぶ。 

 （雪遊び、そり遊び、氷づくりなど） 

  

 

 

 

んのご支援・ご協力に感謝  2020 年もよろしくおねがいします 

 

 

            あけましておめでとうございます。 

           いよいよ令和３年度も残り３ヶ月になりました。これまで、

子どもたちは一人一人が様々な場面で成長した姿を見せ、とも

に生活する私たちに大きな喜びを与えてくれました。育児の楽

しさも、この成長の変化にあります。悩んだり困ったりするこ

ともありますが、園と家庭がしっかり結びついて、子どもを見

る目を共有しながら一緒に歩んでこれたことが、素直な伸びに

つながっているのだと感謝しています。 

これからさらにたっぷりお友だちと遊び込んで、たくさんのエネルギーを蓄え、進級 

や小学校入学を迎えてほしいと願っています。 

今年は寅年に当たりますが、「虎」を使ったことわざの一つに、『虎は千里行って千里 

帰る』があります。寅年に息子が誕生した時に、このことわざの意味を誤って解釈して 

いた私は、「この子は大きな世界で活躍し、故郷に錦を飾って戻ってくるのかもしれな 

い。」と期待してしまいました。正しい解釈は、『子を思う母虎は、子どもの餌を探して 

一日に千里もの道を行き、子が待つ巣までの千里の道を帰ってくる。』という母親の深 

い愛情のたとえだったのです。 

11月に市の幼保園長所長合同研修会があり、児童虐待についての現状が伝えられまし 

た。市で把握した昨年度の虐待認定件数は 56件、内 52件は実父母によるものでした。 

また、実母は実父の倍近くを占めているとのことです。新年早々暗い話になりました。 

親の気分や都合等で子どもに当ってはいけません。大切なのは、子育てを担う者の心

が安定していることです。様々な苦しさや大変さがあろうかと思いますが、お互いに抱

え込まずに共に手を取り合って、子どもたちが生き生きと生活することができるよう、

今年も一緒に子どもの成長を支えていきましょう。         （文：園長 奧山 愼） 

 

 

 



    


